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　本町の人口が1万6,000人台になるのは、
時間の問題になってきています。
 人口減少は町の存亡にもかかわり、若者
が定着できる環境づくりは、雇用の場の確
保が前提条件と考えますがどうですか。

平成17年12月定例議会

雇用の場を創る知恵と工夫が必要だ

　既存企業の事業拡大、企業の進出は、
雇用の場の拡大、所得の向上、税源の確
保など、あらゆる面で町の活性化につな
がるものと認識しています。税制上の優
遇制度や工業用地の提供、人材の確保な
どに支援していきます。

将来に向けてその基盤づくりをしていく

 町単独での企業立地の優遇制度として
条例化はしていませんが、その状況に応
じて期限付きで、「白鷹町企業立地促進
事業実施要綱」や「白鷹町産業立地促進
資金融資制度要綱」を定め、用地取得の
助成や奨励補助金の交付、融資制度を新
設し、企業誘致による工場の新設や既存
企業の工場拡張の支援をしてきました。

がんばっていますがんばっています人人 シリーズ２

Ｑ　就農した動機と時期
Ａ　３年目です。手伝いの延長で今日に至り

ます。

Ｑ　就農して感じたこと
Ａ　牛の生命力の強さ、人に支えられている

こと。

Ｑ　将来の夢
Ａ　いろんな所を旅してみたいです。

大滝明香さん
はるか
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